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県
本
部
大
会
か
ら

既
に
１
カ
月
。
時

の
移
ろ
い
の
早
さ

を
実
感
す
る
。
空

に
浮
か
ぶ
う
ろ
こ

雲
、
満
開
の
コ
ス

モ
ス
、
街
中
の
出

で
立
ち
、
朝
夜
の
肌
寒
さ
に
秋

を
感
じ
る
▼
今
月
は
12
月
議
会

に
向
け
て
賃
金
確
定
の
取
り
組

み
の
正
念
場
。
民
間
の
春
闘
期

の
ヤ
マ
場
さ
な
が
ら
に
公
務
職

場
は
秋
闘
を
迎
え
る
。基
本
給
、

一
時
金
と
も
に
プ
ラ
ス
勧
告
と

は
い
え
課
題
は
多
い
▼
急
激
な

物
価
上
昇
は
全
世
代
に
共
通
。

と
り
わ
け
子
育
て
や
介
護
世
代

は
一
人
暮
ら
し
以
上
に
消
費
者

物
価
上
昇
の
負
担
感
は
半
端
な

い
▼
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
が
若
年
層

に
限
ら
れ
た
こ
と
か
ら
他
世
代

の
賃
金
改
善
を
ど
う
す
る
か
。

一
時
金
も
全
職
員
に
一
律
０
・

1
月
増
額
と
さ
せ
る
の
は
も
ち

ろ
ん
だ
▼
組
合
活
動
は
す
で
に

師
走
状
態
。
年
越
し
前
の
差
額

支
給
で
、
お
年
玉
対
策
も
で
き

る
よ
う
精
一
杯
が
ん
ば
ろ
う
▼

私
は
バ
イ
ク
整
備
の
穴
埋
め
に

回
し
て
も
ら
え
る
か
。
せ
め
て

紅
葉
ハ
イ
ク
費
用
に
足
し
に
な

る
よ
う
厳
し
い
家
庭
交
渉
を
乗

り
越
え
な
け
れ
ば
。　
　
　

○山
山

５日　社会福祉協議会関係労組（団体）第６回交流会
（県本部会議室 /ウェブ併用）

11、18日　確定闘争県本部統一行動日
12 ～14日　第59回護憲大会（愛媛県）
13日　近畿地連臨時・非常勤等職員評議会総会・学習会

（PLP 会館 /ウェブ併用）
19日　連合兵庫女性委員会総会（ラッセホール）
19日　連合兵庫青年委員会定期総会（神戸市教育会館）

当面の日程

支持率低下「そりゃ落ちるわな」

大 西 英 剛

　

県
本
部
現
業
・
公
企
闘
争
委

員
会
は
、
８
月
9
日
に
県
市
町

振
興
課
、
公
営
企
業
管
理
者
、

県
教
育
委
員
会
に
対
し
要
求
書

を
提
出
し
、
２
０
２
２
現
業
・

公
企
統
一
闘
争（
第
２
次
闘
争
）

を
ス
タ
ー
ト
し
た
。
９
月
29
日

に
中
央
労
働
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
、
県
市
町
振
興
課
、
公
営
企

業
管
理
者
、
県
教
育
委
員
会
と

交
渉
を
行
い
、
県
の
考
え
を
引

き
出
し
た
。賃
金
に
つ
い
て「
あ

く
ま
で
も
労
使
の
交
渉
に
基
づ

き
適
切
な
給
与
決
定
を
行
い
、

同
一
の
地
方
公
共
団
体
の
給
与

や
、
民
間
と
の
給
与
水
準
の
均

衡
を
図
り
、
給
与
水
準
を
定
め

る
よ
う
に
助
言
し
て
い
る
。
説

明
責
任
は
市
町
の
首
長
が
適
切

に
果
た
し
て
い
く
も
の
と
考
え

る
。
ま
た
、
国
公
行（
二
）導
入

の
指
導
・
助
言
は
し
て
い
な
い
」

と
回
答
。
定
年
引
上
げ
に
つ
い

て
「
今
ま
で
の
再
任
用
制
度
と

違
う
と
い
う
こ
と
を
各
自
治
体

人
事
当
局
に
認
識
し
て
も
ら

い
、
そ
の
上
で
適
切
な
職
務
を

与
え
る
な
ど
配
慮
す
る
こ
と
を

助
言
し
て
い
き
た
い
」と
回
答
。

更
に
「
現
行
の
再
任
用
制
度
と

の
差
が
生
じ
る
こ
と
は
、
新
た

な
制
度
と
し
て
趣
旨
が
違
う
た

め
止
む
を
得
な
い
も
の
と
考
え

て
い
る
」
と
の
回
答
に
対
し
て

は
、
制
度
だ
か
ら
仕
方
な
い
と

す
る
指
導
は
止
め
る
よ
う
追
及

し
た
。

　

ま
た
、
高
齢
者
部
分
休
業
制

度
に
つ
い
て
闘
争
委
員
会
か
ら

「
必
ず
条
例
化
し
、
導
入
出
来

な
い
理
由
が
あ
れ
ば
そ
れ
を
解

消
す
る
よ
う
に
助
言
を
」
と
強

く
求
め
、
人
員
確
保
に
つ
い
て

「
定
数
管
理
の
考
え
方
と
し
て
、

職
員
の
増
減
が
あ
っ
た
場
合
の

結
果
を
事
実
と
し
て
聞
い
て
い

る
だ
け
で
、
そ
の
理
由
を
も
っ

て
県
か
ら
採
用
し
て
は
い
け
な

い
と
い
う
こ
と
は
言
っ
て
い
な

い
」と
の
回
答
を
引
き
出
し
た
。

　

青
年
部
・
女
性
部
は
現
業
公

企
闘
争
に
結
集
し
よ
う
と
、
毎

年
、
総
決
起
集
会
の
前
段
に
青

年
女
性
現
業
公
企
闘
争
交
流
集

会
を
開
催
し
て
い
る
。
今
年
は

10
月
５
日
に
14
単
組
23
人
が
交

流
集
会
に
参
加
し
た
。

　

集
会
で
は
現
業
評
議
会
特
別

幹
事
の
吉
岡
正
輝
さ
ん
が
、
労

働
組
合
運
動
の
原
点
や
現
業
公

企
統
一
闘
争
の
意
義
と
現
状
、

労
働
組
合
と
政
治
闘
争
に
つ
い

て
問
題
提
起
を
行
っ
た
。

　

講
演
後
は
、分
散
会
を
実
施
。

参
加
者
か
ら
は
「
専
門
職
の
配

置
問
題
」「
人
員
不
足
の
課
題
」

や
「
パ
ワ
ハ
ラ
へ
の
対
応
」「
コ

ロ
ナ
対
応
に
よ
る
勤
務
体
制
変

更
」
な
ど
様
々
な
課
題
が
出
さ

れ
た
。
ま
た
、
組
合
活
動
に
つ

い
て
の
悩
み
も
聞
か
れ
、
近
隣

の
単
組
と
つ
な
が
り
を
持
つ
こ

と
や
、
基
本
組
織
へ
青
年
女
性

の
声
を
伝
え
当
局
へ
要
求
し
て

い
く
こ
と
が
大
切
な
ど
、
議
論

が
交
わ
さ
れ
た
。

　

座
長
か
ら
は
「
本
日
出
さ
れ

た
各
自
の
課
題
は
、
現
在
の
自

分
の
中
で
の
最
優
先
の
問
題
と

感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
だ
と
思
う
。

解
決
策
も
示
さ
れ
た
課
題
も
あ

る
が
、
本
日
の
問
題
点
を
職
場

に
持
ち
帰
っ
て
も
ら
い
、改
善
の

取
り
組
み
を
進
め
て
も
ら
い
た

い
」
と
述
べ
分
散
会
を
終
え
た
。

全国の仲間とともに取り組むことを確認県の見解を求める交渉団

分散会で議論が交わされた

　

闘
争
委
員
会
を
代
表
し
て
山

下
忠
之
県
本
部
委
員
長
は
「
現

業
公
企
職
場
で
は
市
民
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
を
め
ざ
し
取
り
組
み

を
進
め
、
職
場
の
声
を
取
り
ま

と
め
、
粘
り
強
く
改
善
を
求
め

て
い
く
。
そ
の
た
め
に
も
現
業

公
企
の
権
利
を
最
大
限
活
用
し

て
ほ
し
い
」と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

北
池
宏
光
現
業
・
公
企
部
長

は
「
直
営
堅
持
」
を
基
本
目
標

に
、
６
月
第
１
次
闘
争
で
の
積

み
残
し
課
題
を
含
め
、
第
２

次
闘
争
は
10
月
14
日
を
統
一
行

動
日
と
し（
結
果
は
次
号
に
掲

載
）、
労
働
条
件
・
労
働
環
境
を

改
善
す
る
こ
と
を
提
起
し
、
村

上
誠
現
評
事
務
局
次
長
と
三
宅

一
茂
公
企
評
事
務
局
よ
り
９
月

29
日
の
対
県
交
渉
経
過
に
つ
い

て
報
告
を
行
っ
た
。

　

集
会
で
は
各
ブ
ロ
ッ
ク
及
び

臨
職
評
を
代
表
し
て
６
人
か
ら

決
意
表
明
が
さ
れ
、
県
職
労
の

　

県
本
部
現
業
公
企
闘
争
委
員
会
は
、
10
月
５
日
に
兵
庫
県

民
会
館
で
総
決
起
集
会
を
開
催
し
、
諸
情
勢・
課
題
の
共
有

化
を
図
り
、
統
一
闘
争
勝
利
に
向
け
て
単
組
交
渉
を
強
化
し
、

全
国
の
仲
間
と
と
も
に
取
り
組
む
こ
と
を
意
思
統
一
し
た
。

中
野
佳
典
さ
ん
は
「
労
使
関
係

の
再
構
築
に
向
け
、
現
場
の
声

を
集
め
当
局
と
自
信
を
持
っ
て

交
渉
が
で
き
た
。
住
民
サ
ー
ビ

ス
を
低
下
さ
せ
な
い
た
め
に

も
、
産
別
闘
争
と
し
て
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
」
と
し
、
神
戸

市
従
の
徳
留
慎
治
さ
ん
は
「
２

０
２
０
年
以
降
新
規
採
用
を
勝

ち
取
り
来
年
度
も
11
人
の
採
用

を
予
定
し
て
い
る
が
、
限
ら
れ

た
職
種
と
な
っ
て
お
り
、
今
後

は
職
種
拡
大
す
る
と
と
も
に
、

働
き
続
け
ら
れ
る
職
場
環
境
づ

く
り
を
求
め
て
い
く
」
と
、
現

況
が
報
告
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
三
田
市
職
労
の
角
野

佑
樹
さ
ん
か
ら
は
水
道
部
会
の

職
場
実
態
の
報
告
、
加
東
市
労

連
の
時
本
昌
明
さ
ん
か
ら
は
加

東
市
民
病
院
の
給
食
委
託
提
案

の
状
況
、
丹
波
市
職
労
の
吉
見

辰
浩
さ
ん
は
「
合
併
後
新
規
採

用
が
さ
れ
ず
現
業
組
合
員
は
減

少
し
て
い
る
が
人
員
確
保
、
賃

金
改
善
を
求
め
、
あ
き
ら
め
ず

最
後
ま
で
要
求
し
続
け
る
」
と

決
意
を
述
べ
、
臨
職
評
の
伊
藤

房
枝
議
長
は
「
正
規
・
非
正
規

一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
み
を
進

め
て
い
き
た
い
」
と
決
意
表
明

を
行
っ
た
。

現業・公企総決起集会

労
働
条
件
・
労
働
環
境
の
改
善
め
ざ
す

現
業・公
企
統
一
闘
争
勝
利
に
向
け
意
思
統
一

青
年
女
性
の
声
を
要
求
に

改
善
に
向
け
取
り
組
み
強
化
を

2022現業・公企対県交渉を実施
国公行（Ⅱ）導入の指導はしていない
採用抑制についても助言していない
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全労済自治労共済本部資料より引用

　

第
39
回
地
方
自
治
研
究
全
国

集
会
（
静
岡
自
治
研
）
が
10
月

７
～
８
日
に
開
催
さ
れ
た
。
対

面
・
ウ
ェ
ブ
参
加
合
わ
せ
て
約

１
０
０
０
人
の
参
加
者
が
全
国

各
地
か
ら
集
い
、
公
共
サ
ー

ビ
ス
に
関
す
る
様
々
な
テ
ー
マ

で
、
職
場
、
地
域
の
多
く
の
取

り
組
み
が
報
告
、討
論
さ
れ
た
。

　

１
日
目
の
全
体
集
会
の
記
念

講
演
で
は
、
東
京
大
学
大
学
院

の
斉
藤
幸
平
準
教
授
が
「
脱
成

長
で
め
ざ
す
、
持
続
可
能
な
社

会
」
と
題
し
て
、
気
候
変
動
に

よ
る
地
球
環
境
危
機
へ
の
取
り

組
み
と
し
て
「
永
遠
の
経
済
成

長
か
ら
の
脱
却
」
そ
し
て
「
地

べ
た
か
ら
の
民
主
主
義
」
の
考

え
方
を
提
起
し
た
。

　

ま
た
、
タ
レ
ン
ト
の
山
田

ル
イ
53
世
さ
ん
が
ビ
デ
オ
出
演

し
、
自
身
の
引
き
こ
も
り
体
験

と
社
会
復
帰
ま
で
の
苦
労
を
語

り
、
誰
に
で
も
起
こ
り
う
る
こ

と
だ
と
強
調
し
た
。

　

２
日
目
は
、
災
害
、
自
治
体

Ｄ
Ｘ
、
平
和
運
動
な
ど
10
の
分

科
会
で
討
論
が
行
わ
れ
た
。

　

兵
庫
県
本
部
は
、
戎
副
委
員

長
が
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
を
テ
ー
マ

に
し
た
第
４
分
科
会
「
多
様
性

が
尊
重
さ
れ
る
社
会
に
む
け

て
」
の
座
長
を
担
っ
た
。
ま

た
、
同
じ
分
科
会
で
宝
塚
市
職

労
の
大
原
猛
さ
ん
が
、
宝
塚
市

の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
の

取
り
組
み
を
報
告
し
た
。

　

次
回
の
自
治
研
集
会
は
、
２

年
後
の
２
０
２
４
年
に
島
根
県

で
開
催
さ
れ
る
。

第４分科会の様子

　

県
本
部
臨
時
非
常
勤
職
員
等

評
議
会
は
、
９
月
18
日
に
第
28

回
定
期
総
会
と
学
習
会
を
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
で
開
催
し
た
。

　

伊
藤
房
枝
議
長
は
、「
お
か
し

い
事
は
お
か
し
い
と
言
わ
な
い

と
何
も
変
わ
ら
な
い
。
楽
し
い

こ
と
ば
か
り
で
は
な
い
が
、
笑

顔
の
あ
る
所
に
人
は
集
ま
る
。

笑
顔
で
誰
も
が
自
由
に
発
言
で

き
る
職
場
を
つ
く
っ
て
い
こ
う
」

と
あ
い
さ
つ
。
足
立
育
生
県
本

部
副
委
員
長
は
「
み
な
さ
ん
の

職
場
で
の
働
き
は
当
局
も
認
め

て
い
る
。『
あ
き
ら
め
な
い
』
を

合
言
葉
に
堂
々
と
要
求
し
よ
う
」

と
激
励
し
、
全
国
臨
職
協
と
退

職
者
会
は
春
闘
ア
ピ
ー
ル
動
画

に
元
気
を
も
ら
っ
た
と
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
を
た
た
え
、
県
パ
ー
ト

ユ
ニ
オ
ン
ネ
ッ
ト
か
ら
は
、
最
低

賃
金
審
議
会
意
見
陳
述
に
感
謝

が
伝
え
ら
れ
た
。

　

議
事
で
は
、
対
県
交
渉
で
県

当
局
と
臨
職
評
で
会
計
年
度
任

用
職
員
制
度
導
入
後
も
脱
法
的

な
運
用
と
な
っ
て
い
る
現
状
を

共
有
し
、
適
切
な
運
用
と
な
る

よ
う
確
認
し
た
こ
と
等
が
報
告

さ
れ
た
。
続
い
て
、
組
織
強
化

拡
大
方
針
や
新
幹
事
体
制
を
承

認
し
た
。

　

学
習
会
で
は
共
済
推
進
委
員

会
の
新
井
亮
さ
ん
か
ら
団
体
生

命
共
済
小
口
を
中
心
に
共
済
を

活
用
し
た
組
織
強
化
を
学
び
、

新
年
度
を
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　

県
本
部
障
害
労
働
者
評
議
会

は
、
９
月
17
日
、
ひ
ょ
う
ご
共

済
会
館
に
お
い
て
、
第
38
回
自

治
体
に
働
く
障
害
労
働
者
の
つ

ど
い
（
障
労
評
総
会
）
を
開
催

し
た
。

　

主
催
者
を
代
表
し
て
河
合
良

宣
議
長
は
、「
精
神
障
害
者
の

職
場
定
着
率
が
非
常
に
低
く

な
っ
て
お
り
、
障
害
の
種
類
や

程
度
に
関
係
な
く
定
年
ま
で
安

心
し
て
働
き
続
け
る
取
り
組
み

が
重
要
。
こ
の
総
会
で
情
報
交

換
や
交
流
を
深
め
て
い
き
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

議
事
で
は
、
活
動
報
告
、
次

年
度
活
動
方
針（
案
）・
役
員
体

制（
案
）を
提
起
し
、
そ
れ
ぞ
れ

全
体
の
拍
手
で
承
認
さ
れ
た
。河合議長があいさつ

　

神
戸
市
人
事
委
員
会
は
９
月

12
日
、
職
員
給
与
が
民
間
給
与

を
下
回
っ
て
い
る
た
め
、
給
料

表
８
５
３
円（
０
・
22
％
）、
一

時
金
０
・
1
月
引
き
上
げ
る
勧

告
を
行
っ
た
。
国
及
び
他
の
政

令
市
の
改
定
傾
向
を
考
慮
の
う

え
、
初
任
給
の
引
き
上
げ
を
は

じ
め
と
し
て
神
戸
市
職
員
の
実

態
に
適
合
し
た
改
定
を
行
う
必

要
が
あ
る
と
し
た
。

　

ま
た
、
県
人
事
委
員
会
は
10

月
13
日
に
公
民
較
差
９
５
９
円

（
０
・
25
％
）を
埋
め
る
た
め
初

任
給
及
び
若
年
層
の
給
料
月
額

を
引
き
上
げ
、
一
時
金
は
０
・

1
月
引
き
上
げ
る
勧
告
を
行
っ

た
。

　

神
戸
市
、
県
と
も
に
３
年
ぶ

り
の
引
き
上
げ
勧
告
と
な
っ
た
。

全
国
水
平
社
創
立
の
理
念
と

「
対
等
で
平
等
な
人
間
関
係
」

を
追
求
し
た
先
人
た
ち
の
苦
難

の
歴
史
と
運
動
の
広
が
り
を
分

か
り
や
す
く
展
示
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
周
辺
の
水
平
社
結
成

に
係
わ
る
史
跡
を
ま
わ
り
、
説

明
を
う
け
た
。
参
加
者
は
、
部

落
差
別
と
闘
っ
た
先
人
に
学

び
、
あ
ら
た
め
て
人
権
問
題
に

つ
い
て
考
え
な
お
す
き
っ
か
け

と
な
っ
た
。

　

人
権
教
育
ひ
ょ
う
ご
主
催
の

「
ス
タ
デ
ィ
ー
ツ
ア
ー
ｉ
ｎ
奈

良
」
が
10
月
８
日
に
各
係
団
体

か
ら
37
人
が
参
加
し
実
施
さ
れ

た
。

　

今
年
は
全
国
水
平
社
結
成
１

０
０
年
の
節
目
。
こ
の
機
に
奈

良
の
水
平
社
博
物
館
が
３
月
に

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し

た
。
博
物
館
に
は
「
人
の
世
に

熱
あ
れ
、
人
間
に
光
あ
れ
」
の博物館近くの水平社宣言記念碑

水
平
社
100
年
に
学
ぶ

平
等
を
求
め
た
苦
難
の
歴
史

神
戸
、県
と
も
に
引
き
上
げ
勧
告

臨職評総会・学習会

笑
顔
で
自
由
に
発
言
で
き
る
職
場
づ
く
り
を

「
あ
き
ら
め
な
い
」を
合
言
葉
に
要
求
し
よ
う

静岡自治研究に対面・ウェブ合わせて約1000人が参加

分科会で積極的な討論
宝塚からパートナーシップ制度を報告

主催者あいさつを行う伊藤議長

障労評総会

障
害
の
種
類
や
程
度
に
関
係
な
く

定
年
ま
で
安
心
し
て
働
き
続
け
る


